
「
空
き
容
量
ゼ
ロ
」
と
し

て
新
た
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
以
下
、
再
生
エ
ネ
）

設
備
の
接
続
を
大
手
電
力
が

認
め
な
い
送
電
線
が
続
出
し

て
い
る
な
か
、
基
幹
送
電
線

の
利
用
率
が
、
大
手
電
力
一

〇
社
の
平
均
で
一
九
・
四
％

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
京
都
大
学
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
経
済
学
講
座
の
安

田
陽
・
特
任
教
授
の
分
析
で

す
。
基
幹
送
電
線
の
利
用
状

況
の
全
国
調
査
は
初
め
て
。

分
析
の
結
果
、
全
国
の
基

幹
送
電
線
の
平
均
利
用
率
は

一
九
・
四
％
。
東
京
電
力
が

二
七
％
で
最
も
高
く
、
最
低

は
東
北
電
力
の
十
二
％
で
し

た
。
「
空
き
容
量
ゼ
ロ
」
と

さ
れ
た
基
幹
送
電
線
は
全
国

に
一
三
九
路
線
、
実
際
の
平

均
利
用
率
は
二
十
三
％
で
、

全
体
平
均
と
同
程
度
で
す
が
、

大
手
電
力
の
言
い
分
は
運
転

停
止
中
の
原
発
や
老
朽
火
力

も
含
め
、
既
存
の
発
電
設
備

が
フ
ル
稼
働
し
た
場
合
に

「
空
き
容
量
ゼ
ロ
」
だ
と
い

う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
欧
米
で
は
、
実

際
の
電
気
量
を
基
に
し
た
ル
ー

ル
で
送
電
線
を
運
用
し
て
、

再
生
エ
ネ
の
大
量
導
入
が
進

ん
で
い
ま
す
。
日
本
で
も
そ

う
あ
る
べ
き
で
す
。

し
か
し
日
本
で
は
、
接
続

を
希
望
す
る
事
業
者
に
、
新

た
な
送
電
線
建
設
に
向
け
た

巨
額
の
「
請
求
書
」
が
送
り

つ
け
ら
れ
る
始
末
で
す
。

東
北
電
力
は
、
青
森
、
岩

手
、
秋
田
な
ど
の
基
幹
送
電

線
が
「
空
き
容
量
ゼ
ロ
」
だ

と
し
て
、
総
額
一
千
億
円
以

上
と
み
ら
れ
る
送
電
線
増
強

費
用
の
負
担
を
前
提
に
、
新

規
接
続
希
望
を
募
集
。
二
八

〇
万
キ
ロ
Ｗ
（
当
初
）
の
枠

に
一
五
〇
〇
万
キ
ロ
Ｗ
以
上

の
応
募
が
殺
到
し
、
九
割
以

上
が
再
生
エ
ネ
で
し
た
。

つ
ま
り
費
用
の
ほ
と
ん
ど

を
新
規
事
業
者
が
出
す
わ
け

で
再
生
エ
ネ
業
者
に
重
い
負

担
が
の
し
か
か
り
ま
す
。

前
述
の
安
田
陽
・
特
任
教

授
の
分
析
で
は
、
東
北
電
は
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( ８ )

い
い
か
げ
ん
に
し
ろ
！
大
手
電
力
会
社

送
電
線
満
杯
の
ウ
ソ
と
立
地
町
接
待

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
者
を
潰
し
た
い
？

送
電
線
が
満
杯
と
い
う
ウ
ソ



基
幹
送
電
線
の
約
三
分
の
二

を
「
空
き
容
量
ゼ
ロ
」
と
し

全
国
で
最
も
そ
の
割
合
が
高

い
の
で
す
が
、
管
内
の
平
均

利
用
率
は
最
も
低
く
十
二
％

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

再
生
エ
ネ
業
者
へ
の
嫌
が
ら

せ
、
業
者
潰
し
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

昨
年
一
〇
月
の
平
日
に
二

班
に
分
か
れ
て
、
大
飯
原
発

の
地
元
お
お
い
町
幹
部
職
員

二
〇
人
が
関
西
電
力
の
御
膳

立
て
で
青
森
県
の
原
子
力
施

設
な
ど
の
見
学
を
行
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
全
行
程
の
う
ち
半
分

は
観
光
で
し
た
。
関
電
は
バ

ス
代
の
三
分
の
二
を
負
担
し

た
う
え
で
全
行
程
に
社
員
四

人
を
同
行
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

研
修
に
参
加
し
た
の
は
、

お
お
い
町
の
副
町
長
、
教
育

長
、
課
長
級
の
職
員
で
、
日

本
原
燃
の
六
ケ
所
再
処
理
工

場
（
六
ケ
所
村
）
、
使
用
済

み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

（
む
つ
市
）
、
恐
山
、
青
森

市
文
化
観
光
交
流
施
設
「
ね

ぶ
た
の
家
」
、
奥
入
瀬
渓
流

な
ど
の
観
光
地
を
巡
り
ま
し

た
。費

用
は
一
人
当
た
り
約
十

二
万
円
で
、
公
費
で
支
出
し

て
い
ま
し
た
。
町
は
「
金
額

に
は
一
日
二
〇
〇
〇
円
の
日

当
が
含
ま
れ
て
お
り
、
食
事

代
か
ら
日
当
分
を
差
し
引
い

た
額
を
全
額
返
還
す
る
」
と

し
て
い
ま
す
が
、
バ
レ
な
か
っ

た
ら
そ
の
ま
ま
町
費
で
支
出

し
て
い
た
に
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
初
め

て
で
は
な
く
、
関
電
は
同
様

の
活
動
は
二
〇
十
一
年
の
福

島
第
一
原
発
事
故
後
も
「
定

期
的
に
し
て
き
た
。
詳
細
は

答
え
ら
れ
な
い
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

研
修
直
前
の
昨
年
九
月
に

は
、
同
町
の
中
塚
寛
町
長
が

「
大
飯
原
発
三
、
四
号
機
の

再
稼
働
に
つ
い
て
理
解
す
る
」

と
再
稼
働
に
同
意
を
表
明
。

研
修
は
昨
年
一
〇
月
の
総
選

挙
の
最
中
で
、
今
年
三
月
に

は
、
町
長
選
、
町
議
補
選
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
手
電
力
会
社
と
地
元
の

ズ
ブ
ズ
ブ
の
関
係
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
原
発
が
事
故
を
起
こ

し
た
と
き
、
被
害
を
受
け
る

の
は
地
元
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
！
こ
ん
な
こ
と
で
原
発

を
運
転
さ
れ
て
た
ま
る
か
！

ア
ー
ト
・
ア
ド

分
会

Ｎ
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( ９ )

関
電
の
御
膳
立
て
で

お
お
い
町
幹
部
職
員
が
観
光


